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論文内容要旨（甲）
Sigma-I Receptor Concentration in Plasma of Patients with late-life 
Depression : A Pre! iminary Study. 
（老年期うつ病における血中シグマ l受容体濃度の予備調査）




























HAM-Dでは29.8±5. 8点から 15.3土9.3点 CP<O.001)と治療の前後で有
意なうつ症状の改善を示した。sigma-1受容体濃度に関しても、95.6±33. 6 
から 11. 4±38. 6 (P=O. 014）と改善を示した。しかし HAM-Dとsigma-1 
受容体濃度との有意な相関は認められなかった。
老年期うつ病の治療経過においては、抗うつ薬治療による改善に伴い、
sigma-1受容体濃度が改善することがわかった。
